　記載例⑫　

総政第31号様式
（第14条）
事　　　　業　　　　精　　　　算　　　　書
　事業（事務）名　●●●事業　　　　
　収　入　の　部
	科　　　　　　　目
	予　　　算　　　額
	精算額
	内　　　　　　　訳
	備　　　　考

	款
	項
	目
	節
	当初
	更正後の額
	
	収入済額
	収入未済額
	

	北海道交付金
	円
2,500,000
	円
2,000,000
	円
2,000,000
	円
0
	円
2,000,000
	一般会計
北海道宗谷総合振興局
稚内市末広4丁目2-27

	自己資金
	500,000
	200,000
	500,000
	500,000
	
	

	協賛金
	2,500,000
	2,800,000
	2,800,000
	2,800,000
	
	

	市町村補助金
	1,500,000
	1,500,000
	1,500,000
	1,500,000
	
	

	合　　　　　　計
	7,000,000
	6,500,000
	6,800,000
	4,800,000
	2,000,000
	


　
支　出　の　部
	科　　　　　　　　目
	予　　　算　　　額
	精算額
	内　　　　　訳
	不用額
	備考

	款
	項
	目
	節
	当初
	更正後の額
	
	支出済額
	支出未済額
	
	

	●●●事業
	旅費
	35,000
	35,000
	35,000
	35,000
	0
	0
	

	
	賃金
	60,000
	60,000
	60,000
	0
	60,000
	0
	宗谷太朗
稚内市末広1丁目-18

	
	報償費
	450,000
	450,000
	450,000
	450,000
	0
	0
	

	
	需用費
	29,000
	29,000
	29,000
	29,000
	0
	0
	

	
	役務費
	3,697,000
	3,697,000
	3,697,000
	3,697,000
	0
	0
	

	
	使用料・賃借料
	735,000
	235,000
	535,000
	535,000
	0
	0
	

	
	食料費
	1,994,000
	1,994,000
	1,994,000
	1,994,000
	0
	0
	

	合　　　　　　計
	7,000,000
	6,500,000
	6,800,000
	6,740,000
	60,000
	0
	


上記のとおり精算したことを証明します。
　　　　　
令和○年○月○日　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　○○○町長　○○　○〇　印　　

注　１　この様式には、当該補助事業等に要した経費のみを記載すること。
２　「科目」欄の区分は標準を示したものであり、補助金等の交付を受けた者における通常の予算及び決算の
区分がこれと異なるときは、それぞれ補助事業者等の区分に従い記載して差し支えないこと。
３　「予算額」欄中「更正後の額」欄には、補助事業者等の議決機関等における最終の更正後の額（予算の流用による更正後の額を含む。）を記載すること。
４　「収入未済額」及び「支出未済額」欄には、債権又は債務が確定している額を記載し、かつ、債務者又は債権者の住所氏名を「備考」欄に記載すること。
５　補助事業者等が市町村である場合は、「収入の部」には当該補助事業等に係る特定財源のみを記載し、備考欄に予算の区分（一般会計又は特別会計）を記載すること。
６　「不用額」欄には、「更正後の額」（更正していない場合は、「当初」）欄に記載した額から「精算額」欄に記載した額を控除した額を記載すること。
７　市町村以外の者がこの様式を使用する場合は、この様式中「○○市（町村）長（氏名）印」を訂正して
使用すること。
補助事業者等が市町村である場合は、備考欄に予算区分（一般会計または特別会計）を記載してください。


未済額がある場合は債権者の名前・住所を記載してください。





事業名を忘れずに記載してください。








【収入・支出共通】


当初は交付申請時の額、更正後は変更の議決等を行った場合の額を記載（変更議決なければ不要）


。











市町村ではなく、任意団体である場合、自己資金等収入を全て書く（額は支出と合わせる）








交付申請時の科目と整合させてください（更正による追加・変更は可）














複数の事業がある場合、合算せず、分けて書く。また、食糧費は原則「対象外経費」です。費目が食糧費ではない場合も実質的に食糧費の場合は対象外経費です。








支出未済額がある場合は収入の部と同様に、債権者の名前・住所を記載してください。














